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２００６.１２ 

岡
崎
嘉
平
太
氏
遺
墨 

初
日
の
出
お
ろ
が
む
は
ゝ
を
ふ
る
里
に 

 

 
 

思
ひ
う
か
べ
て
わ
れ
も
お
ろ
が
む  

 

昭
和
二
十
年
元
旦 

於
上
海 

嘉
生 

個
人
蔵 

 

昭
和
二
十
年
、
終
戦
を
迎
え
る
年
、
岡
崎
嘉
平
太
氏
は
、
上
海
で
大
東
亜
省
の
参
事
官
と
し
て
大
使
館
事
務
所
に
勤
務
し
て
い
ま 

し
た
。
家
族
を
日
本
に
残
し
た
ま
ま
で
の
勤
務
で
し
た
。
岡
崎
氏
は
母
を
大
変
大
切
に
思
っ
て
い
た
の
で
、
遠
く
離
れ
た
故
郷
に
い

る
母
の
こ
と
を
思
い
な
が
ら
新
し
い
年
を
迎
え
た
の
で
し
ょ
う
。
の
ぶ
氏
は
、
大
変
信
仰
心
が
厚
く
慈
愛
に
満
ち
た
人
柄
で
、
時
に 

厳
し
く
岡
崎
氏
を
育
て
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

母

の
後
ろ

姿 
 

 

 
 

 

去
る
十
月
下
旬
朝
日
新
聞
の
声
欄
に
、
吉
川
英
治
と
母
親
の
腰
ひ
も
、
と
い
う
二
十
一
歳
の
学
生
の
投
書
が
載
っ
て
い
ま 

 
 

し
た
。
「･
･

吉
川
氏
が
若
い
頃
住
込
み
職
工
と
し
て
働
い
て
い
た
時
、
家
か
ら
一
個
の
小
包
が
届
き
、
そ
れ
を
ゆ
わ
え
た 

 
 

紐
が
使
い
古
し
た
母
の
腰
ひ
も
だ
っ
た
。
弟
妹
の
世
話
に
忙
し
い
母
堂
の
よ
こ
し
た
小
包
に
、
そ
し
て
何
回
も
何
回
も 

 
 

洗
っ
て
は
使
っ
た
母
の
腰
ひ
も
を
、
あ
り
が
た
く
思
い
、
吉
川
さ
ん
は
自
分
の
バ
ン
ド
の
上
に
き
ゅ
っ
と
縛
っ
て
身
を
引
き 

 
 

締
め
、
く
じ
け
そ
う
に
な
っ
た
時
に
は
、
母
と
一
緒
に
い
る
ん
だ
、
と
そ
の
紐
を
見
、
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
、
が
ん
ば
っ
て 

 
 

き
た
と
い
う
こ
と
で
す･

･

。
私
も
三
年
前
、
初
め
て
下
宿
し
た
時
、
家
か
ら
の
小
包
が
な
か
な
か
ほ
ど
け
ず
、
や
っ
と
ほ
ど 

 
 

い
た
時
に
、
何
か
言
い
し
れ
ぬ
思
い
が
涙
と
と
も
に
浮
ん
で
き
ま
し
た
。
父
の
し
っ
か
り
と
ゆ
わ
え
た
こ
の
紐
に
一
種
の 

 
 

安
心
感
を
抱
い
た
の
で
す
。
僕
に
も
こ
ん
な
小
包
の
紐
を
し
っ
か
り
ゆ
わ
え
て
く
れ
る
父
が
い
る
ん
だ
、
と
あ
り
が
た
く 

 
 

思
い
ま
し
た
。
小
包
一
つ
に
し
て
も
、
何
気
な
く
使
っ
た
母
の
腰
ひ
も
の
縛
り
方
一
つ
で
子
は
そ
の
中
に
流
れ
く
る
親
の 

 
 

愛
情
を
、
つ
ぶ
さ
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
私
は
思
い
ま
し
た
。
」
（
中
略
）
子
供
は
親
の
後
ろ
姿
を
見
て
育
つ
、
と 

 
 

い
い
ま
す
。
ほ
ん
と
に
、
子
供
を
良
く
育
て
る
の
は
、
理
性
に
よ
る
直
接
の
説
教
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
親
の
―
親
ば
か
り 

 
 

で
は
な
い
、
先
生
や
先
輩
の
―
内
面
に
持
つ
理
性
が
絶
対
愛
の
感
覚
を
通
じ
て
、
そ
れ
も
ほ
と
ん
ど
巧
ま
な
い
日
常
の 

 
 

動
作
と
な
り
、
そ
の
端
々
が
子
供
の
純
白
な
心
に
日
々
印
象
さ
れ
て
、
子
供
の
人
格
を
形
成
し
、
生
涯
ゆ
る
が
な
い
基
礎
と 

 
 

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、
そ
の
一
つ
一
つ
の
印
象
の
善
し
悪
し
が
、
そ
の
子
供
の
一
生
を
左
右
す
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 

家
計
簿
を
つ
け
る
一
事
で
も
、
単
に
家
計
を
き
り
も
り
す
る
だ
け
の
こ
と
と
思
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
子
供
は
母
の
毎
日
の 

 
 

真
面
目
な
生
活
態
度
と
、
そ
れ
に
協
力
す
る
家
族
の
和
や
か
な
雰
囲
気
を
、
そ
の
身
に
し
み
こ
ま
せ
つ
つ
成
長
し
て
い
る
の 

 
 

で
す
。
（
一
九
七
一
年
一
月
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

岡
崎
嘉
平
太
著
「
私
の
記
録
」
東
方
書
店
発
行
よ
り 
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■ ｢岡崎嘉平太がめざした世界平和への道を考える 第五回講演会｣   

                            平成１８年９月３０日(土)開催   

特集  企画展 ・講演会   

  ●演 題  ｢岡崎先生と中国｣ 

        講師 山﨑 邦生 
やまざきくにお

氏 (全日本空輸(株)執行役員 中国総支配人兼北京支店長) 
 

  ●演 題  ｢閉塞した日中関係をどう打開するか 

             ｰ平和･協力のパートナーシップを求めて｣ 

        講師  天児
あまこ

慧
さとし

氏 (早稲田大学大学院アジア太平洋研究科教授兼同研究センター所長)   

 

・岡崎先生の人間のスケールの大きさ､あたたかさがイメージできた｡ 

・ここ数年この講演会に参加しているが､岡崎氏は過去の偉業を成し遂げた人 

  と言うよりも､現在も生きて働いている(出会った人の心の中に)と感じた｡ 

・中国国内の現在の様子が新鮮に伝わり､自分の意識を変えることができた｡ 

・具体的な資料で､最近の中国の人の感情が分かった｡ 

・今日の日中関係は特に政治面で最悪の状況にある。･･スポーツの場にも反日が展開される始末､ 

 このことはいかに両国の指導者間の信頼関係が壊れていたかを示している｡岡崎氏のように大きな 

 視野に立つ人の存在が必要だと思う｡人と人との信頼関係により国益が大きく左右されるかがよ 

 くわかった｡両国間で､それぞれの立場を尊重するような話し合いの機関の設置等の地道な努力 

 が求められる｡中国国民調査結果から､テレビ等のメディアの伝え方にも問題があることが分か 

 り少し安心できた｡ 

・教育の仕事をしている者として､身近な偉人を理解し､伝えていかなければならないと感じた｡     

 山﨑氏は､若き日の胡錦涛氏(現国家主席)等との宴会へ岡崎氏に誘われて臨席し､ 

会食後､岡崎氏が｢彼(胡氏)は絶対に偉くなる｣と明言し､その慧眼に驚かされたこと 

や､中国に初の全日空チャーター便を飛ばす交渉が難航した際､｢自社利益ばかり考え

ず日中交流のため中国民航の切符も売りなさい｣と岡崎氏から助言を受け､その考え

で交渉すると上手く進んだこと等､岡崎氏の人柄やエピソードを紹介した｡また､現在

２回目の北京駐在で在北京日本人会会長としてもご活躍の山﨑氏は､｢昨年､北京駐在の日本人は

十万人を超え､企業は三万数千社になった｡三百を超える友好都市ができ､年間四百五十万人の往

来がある｡政治面ではいろいろなさざ波が立っているけれど､常に岡崎先生の志を忘れずに庶民 

レベルでの交流をすすめ､相互理解を育てるのが自分の役割である｣と述べた。 

 天児氏は､経済の活発化に伴う環境汚染など様々に問題を抱えながら発展する 

中国の現状を紹介し､日本は中国の抱える問題の解決に協力すべきとした｡そして､ 

経済や人的交流で相互依存が進む中､歴史認識や靖国問題が中国の人の感情を刺激し､

対話が途絶えデメリットが生じている外交に私達が関心を持つこと､そして､新政権 

には世界の変化を正しく認識し､中国と共存の戦略を創造すべく政治的な対話を早く 

持つよう期待していると話した｡また､中国での反日デモがメディアを通じ日本へ 

伝わり日本人の反中意識が強まっているが､中国の人の意識の多様性について触れ､反日感情は悪化の 

一途ではないとした｡そして､情報化が進む中国へ日本の過剰な反応が伝わり誤解が誤解を生みながら 

日中相互不信が浸透するのが恐いと述べ､人的交流の場面で､私達が､戦争や平和について積極的に 

対話を行い､理解を積み重ねる努力をすることが大切と述べた。 

             ※これらの記録を冊子にまとめ頒布する予定です。 

山﨑 邦生 氏 

天児慧 氏 

   
 

 
 

  

ー
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
の
抜
粋
ー 

 
 

講
演
会
に
参
加
し
て  



  このたびの企画展では､期間中２，０００名を越す見学 

 者が会場を訪れました｡ 

  岡崎嘉平太記念館では開館当初､岡崎氏の遺墨をわずか 

 １枚しか所蔵していませんでしたが､この５年間にご遺族 

 をはじめとし､多くの方々のご厚意による寄贈を受けまし 

 た｡そして､岡崎氏愛用の筆や印などの書道道具とともに､ 

 岡崎氏が､親類や親しい友人に贈った書など４０点あまりを 

 展示し､｢第二回 岡崎嘉平太遺墨展｣を開催することができました｡ 

 
    

                               平成１８年９月２２日(金)  １１月３０日(木)開催     

■ 企画展「第二回 岡崎嘉平太 遺墨展 －新寄贈品を中心に－」 
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 ここに展示品の一部を紹介します｡ 

 

 

放
眼
世
界 

 

懐
胸
祖
国 

 

 
 
(

祖
国
を
思
い
眼
を 

 
 

世
界
に
向
け
る
、 

 

と
い
う
意
） 

愛人者人恒愛之 
(人を愛する者は、人の方からも恒に愛されるように 

 になる、という意） 

人間本来無一物 
(人間は本性として､本来なにもない｢無｣の存在で 

 ある､という意） 

  

 

生
涯
持
一
誠 

 
(

生
涯
一
誠
を
持
つ
、 

 

と
い
う
意
） 

  生涯､日本と中国の友好と交流の拡大のために奔走し､同時に経済界でも 

 経営者としての手腕を発揮し､多忙を極める日常にあっても大変筆まめで 

 知られる岡崎氏は､揮毫を頼まれれば筆をとっていました｡自分で｢書の 

 控え｣という手帳を作り､いつ誰に､どの様な内容の書を贈ったかという 

 ことを細かく記していました｡ 
  

   また､時子夫人は著書『ひのえうまのいななき』の中で､岡崎氏の 

  揮毫の様子を｢･･色紙を向けられますと､『書くのは書きますが､恥をか 

  くだけ』と笑わせ･･齢を重ねるにつれて 腰痛が増して､大きな物を書く 

  のは大変なようでしたが､下手な僕の書でも望んでくださる方の御意に 

  沿う事が出来ればと申して､お引受けしておりました｡･･』と綴られて 

  います。                     

揮毫する岡崎氏 

書の控え 

墨刷り機 

会場の様子 

 

  岡崎氏は､贈る相手や書かれた文言により字体を変えていたといわれて 

 います｡その筆跡は誠実､実直でありながら､あたたかな人柄が伝わります｡ 
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おかざきかへいた 

  みなさんの住
す

む吉備中央町内
きびちゅうおうちょうない

の学校
がっこう

や  

 公民館
こうみんかん

には､嘉平太
かへいた

さんが筆
ふで

で書
か

いた言葉
ことば

 

 がたくさん遺
のこ

っています｡いくつ知
し

ってい 

 ますか？嘉平太
かへいた

さんは人
ひと

から頼
たの

まれると 

 ｢下手
へた

な僕
ぼく

の書
しょ

でも頼
たの

んでくれた人
ひと

の気持
きも

ち 

 に応
こた

えることができるように｣と､忙
いそが

しい中
なか

を書
か

いたそうです｡『人
ひと

の身
み

になって 

 考
かんが

えよう』は､嘉平太
かへいた

さんが一番
いちばん

大切
たいせつ

にした心
こころ

がけの一つです｡ 

             

 

編集･発行：岡崎嘉平太記念館 
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きねんかん し 

                           大和小学校
やまとしょうがっこう

四年生
よねんせい

が記念館
きねんかん

に勉強
べんきょう

に来
き

たり､嘉平太
かへいた

さんに関係
かんけい

のある所
ところ

で調
しら

べたことをパンフレットにま 

とめてくれました｡ 嘉平太
かへいた

さんと同
おな

じふる里
さと

で育
そだ

ってい

ることをうれしく思
おも

い､嘉平太
かへいた

さんや大和
やまと

のすばらし 

 さを多
おお

くの人
ひと

に伝
つた

えたいと一生懸命
いっしょうけんめい

にまとめてくれたことが 

 よく伝
つた

わります。みなさん見
み

に来
き

てくださいね。 

    

  平成１８年１２月１日､開館以来の入館者数が５万人を 

 超えました｡五万人目は岡山市在住の伊野家ご夫妻です｡ 

  みなさまも､ぜひ岡崎嘉平太記念館へお越しください｡ 


